
『中園地区英語教育学会研究紀要JNo. 29 (1999) 

く中園地区英語教育学会第29図研究発表〉

読解に効果的な電子辞書インターフェース

夙川学院短期大学古賀 友也

融事に効果的な電子辞書インターフェース夙/11学院短期大学揺苦英文明ヰ古賀友也

1.電子辞書手i朗読解の有効性

第2言語の読解活動では，未知語句に逓昌した場合，その語句の意味育報を辞書によって検索することは頻繁に行

われている.じかし，その際の辞書の使用は謝干の障害となることが明らかにされている.岩佐 (1田0)では読解

中の辞書使用は意味構築のプロセスから離れて語謝会索のプロセスへ新子するため拍手の障害となっていると述べら

れている.さらに印刷辞書を利用した場合，学習レベルの低い学習者は辞書利用の方略的誠していないために辞書

検索の成果を得にくいことも指摘されている佑賀 19缶a).多様化する学習者に対応するために，近年コンピュータ

を用いた臥l明:~財の利用が注目されてきた.c刈システムを利用した場合，拍手の中心となる意味構築のプロセ

スのみを学習者に依存し，拍手の手助けとなるその他の情報の蓄積やE龍検索などのプロセスのいくつかはコンビュ

ータに処理させること何I能となる.コンピュータのディスプレイ上で検索柿I能な電子辞書の使用は CA応札シ

ステムの持つ特宰すべき手IL~の 1 つである. CD-ROMやハードディスクに内蔵された電子辞書は，情報検索が速く，

一価ヲな印刷辞書と比べて同じ検索内容を理解するのにも短時間で処理できるため，そのような点で高い学習効率が

期待できる.

出向 (1田12)は，コンピュータを用いて伝統的辞書を使った拍手と，コンビュータの単語集を使った読みの速度と

理解度を中心に調査を行った.その結果，コンピュータ単語集を使った方が，より少ない時間でより多くの単語を検

索できた結呆読解量においてもより多くの意味を読みとれること梢コかった.古賀 (1田5坊においても，誠事中の

辞書使用が読解活動に影響を与えた結果，読鰯搾を低下させているという仮説に基づき，印刷辞書と電子辞書を利

用した場合の読解を比較対照した.その結果，融補間， 1単語あたりの辞書の参照時間，理解度の得点において，

電子辞書の優位性が確認された.この際の電子辞書インターフェースは本研究におけるL.ayeredInterね偲に近い形態

であるが，より小さい辞書ウインドウがディスプレイ中央に現れるものであった.

2.本研究の目的

拍手を進めながら辞書を検索することを前提とした場合，電子辞書の有刻生は桁研究からも明らかである.しか

し現在市販されている電子辞書，あるいは辞書機能カ滞載されたC刈コースウェアにおける電子辞書の形態は様々で

ある.電子辞書の優位性を示した古賀 (1田5b)における電子辞書インターフェースは1種類のみであり，読解活動へ

の干渉を開設するような電子辞書インターフェースの手l聞を実験的財指Eする必要がある.

そこで本研究では，電子辞書インターフェースのうち「読解の対象となる英文と電子辞書の意堀田主との位置関係J

に注目し，インターフェースの違いによって読解時間，辞書の検索回数，印象判定にどのような差が生まれるかを考

察する.

3.電子辞書インターフェースによる読解活動の差違

(1)実験環境(被験者・実験樹;j)

以下の環境で本実験を行った
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倣験剖短期大学英語英文学科2回生 20名
院議代使用した情報教育機詞ρPPtEMad蜘 h田∞厄日

(2)実験に使用した電子E轄訴l開環境

異なる電子辞書インターフェースにおける読解活動の造主を実宣するために， Madn回 h上で英文を読み進めながら

電子辞書を検索するシステムを開発した開発のためにはクラリス社のHy問car甘を利用した

電子辞書の検索方法はコンピュータリテラシーの低い学習者でも利用可能なように，意味を検索したい単語にマウ

スカーソルを移動させクリックすると辞書の内容カヲ諒される単純な形式とした

教材として和聞した英文はインターネットで配信されている電子メールによる日刊ニュースのうち，インド・パキ

スタン情勢に関する政治欄の記事3件を利用した.これら3つの英文の単語数ぽすべて 160語前後と短く，文体も

統一されており，難易度もほぼ等しいものであった(円自由の読みやすさの学年レベルが全て13). ここで政治欄を利

用したのは被験者である学生が普段あまり興味がない話題であり被験者の政治情勢に関する内容スキーマも少ない

ため，辞書を引く必吾割動溜めて高いという理由と被験者間のスキーマの差を減少させる目的で採用した

また，電子辞書検索システムを本システムのために開発したが，これには研究社の『リーダース官主和辞典』の内容

をそのまま採用した.これは本辞書は登錨操数も多く，新fif持雑誌の読解に必要な時事関係の語葉が豊富であるた

めである.

(3) 3つの電子辞書インターフェース

英文読解に効果的な電子辞書インターフェースの形態として本実験では3つの異なる電子辞書インターフェースを

設定した以下の通りである.

一番目は rHorizon凶 DMsionIn也『脂溶J(図1)であり，この形態では読解の対象となる英文がディスプレイ上部

に電子辞書記述がディスプレイ下部に表示され拍手を進めている英文を表示させたまま電子辞書の利用柿I能とな

る.これはコンピュータ画面上の英文を手元にある辞書で検索するという形態の視点移動に近いため，学習者はこの

ような辞書利用に習熟していると考えられる.またこのインターフェースは多くの指百CAIソフトウェアで採用され

ている.
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2番目は rvertica/Division In加担コ9J(図2)であり，この形態では読解の対象となる英文がディスプレイ左側に電

子百字書の言謎が右側に表示される.経聯ヲにコンピュータを用いて英文を書く際に電子辞書を利用する場合は，通常

電子辞書とワープロソフトを別のウインドウとしてこのように並列して利用することが多い.この場合も読解を進め

る英文を表示させたまま辞書の手i聞が可能である.また辞書の記述と読解している部分との視点移動の観点から，現

在読み進めている箇所から視点を平符移動させるだけで辞書カ渉照でき読解には容易な形態と推察される.このイン

ターフェースもまた多くの指苦C刈ソフトウェアで採用されている.

(AP)-P 円 meMmisler BenJl:lmm NetMyZlhu wMts 10 
direcl negotiations with the Palestinidns dnd 

with Yasser Arafat to bredk tm imp1l5se in 

zm Israeli offiç~l 日id today. A senior 
negoti1:ltor， howe¥tt:-r， IlIccused Israel of 
tlC5， saying there was no point to holdmg 

after meeling." "1 don't thinぺonytolks will help 
，t's 11me to stop this game of process，'・ soid
~et ， tlddmg Israel sho~ld now Dccepl the U.S 

tI ¥lrtest Bank troop wlthdrowa1. OClvid Baト III.n，0 
10 Netanyahu， sa↑d Isn~el wanled to see the 
。fdirect Palest1mdn negoliat】onsWhl ch have 
j since March 19C)7 He 5!:1id the Isri!leli leader 

up the idea of a summlt with Anddl In lalks th15 
past week wlth U.S円ldeaslenvoy Oennis Ross 

図2:VI師同IDMsionln也巾問

務総事務縦約締可燃現場者核燃車検燃料明事務併殺機構総様子市首

図3: L.ayen凶 In帥:a(辞書志示時)
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3番目は凡勾er凶 In也『旭町であり，この形態では読解の対象となる英文と電子辞書の記主とが重なって表示さ

れる.この場合には読解を進めている英文を表示させたままでは辞書の手l聞は不可能となる.意味を検索したい単

語をクリックすると，英文のフィールド上に辞書の内容かτB主されたフィールドが出現する(図3).これは近年WV'N'I

のホームページで利用できるポップアップ形式の電子辞書形態に近いが，今回は英文全体を覆うフィールドがあらわ

れる形式とした.これは典型的なタイプを用いることで重なりという効果を的確に捉えることが目的であった.この

ような利用の方法は，使用しているコンピュータのffU象度が低く，多くのウインドウを重ねなければ表示できないと

いう場合に起こりうる状況の極端な例と考えられる.

料)仮説

英文と辞書の意味託誌が同時に表示されているかという点と視点移動という観点から以下のような仮説をたて，実

験を行った.

仮説1: Layer，凶 In帥 mのインターフェースを採用した場合には拍手の対象となる英文と辞書の意味記述とが

同時に表示されていないために読餌l寺聞が他の形態よりも長くなる.また印象評定の評定結果も低い.

仮説2:視点移動の観点から意味を検索する語句から視点を平行移動するだけで辞書の意味記述が参照できる

Ve柑回1Division In耐恥eのインターフェースが最も読解にかかる時聞が少なく，印象評定の結果も高い.

(5)実験手順

実験は個別実験であった.この実験は1人の学習者が3つの電子辞書インターフェースすべでで調特進めていく

という方法をとった.ます守皮験者は本システムでの辞書の平明方法を司I搬する画面で電子辞書の利用の練習を行った.

電子辞書の利用に習熟した学習者から師寺翻干に移っていくように指示された.全ての英文の内容，インターフェー

スの形態は挽験者にランダムな順番で提示された.この英文読解画面の直前にはこれから読む英文がどのようなイン

ターフェースによるのかといった情報を被験者I'i!必ず与えら才試こ.読解中にはメモなどを取ってはいけないというt旨

示がだされその英文全体を理解するためにかかった融関聞や辞書利用回数，どの単語(語句)を検索したかとい

った情報が自動的に記録された.また英文読解直後には理解度をみるために日本語による要約課題を課せられた被

験者は英文かち表示されている時間は読解に集中するように指示され，休憩は3つの英文表示画面聞の説明画面で行っ

た.被験者は実験終了後にこれら 3つの電子辞書インターフェースに関して自由~主方式のアンケートによって印象

を評定した.

理解度を見る要締呆題に関しては，メモを取ってはいけないという指示と 1つの文章の識字と要約課題にかける時

間を20分とするといった制約を与えたところ，要約課題自体を完成できない被験者が多数(却名中18名)認められ

た.そのために分析カ亦可能であり今回の研究の分析・考察からはやむを得ずはずした.今回記録したデータから理

解度の考察をするために古賀 (19缶 b)の被験者データを元に諮問問と醐破の相関係数を算出したところ，相関

係数はー0.516であり，有意であった (F(2川8)=42.82， fX.∞1) .このときの説明率は26.6%であり，f，IJ凌数の聞には

中程度の負の相関があるといえる.このことから読押寺間カt有意に長い場合，理塀度も低いと推察できる.

(6)実験結果

a)読解時間

1つの英文が表示されてから挽験者カ漢文を理解したと判断して次の画面に移動するまでを読解時間としてお匝し

た(この時の単位は秒である).この読解時間には英文の意味構築に費やしている時間と電子辞書検索時間が含まれて

いる.読開1寺聞に宵ずる基本統計量を以下の表1にまとめた.
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標準偏差

127.4 
141.2 
140.1 

l要因3水準の分散分析を行った結果，言語硝聞の要因の主完操 (F (2，町 =7.08，p<..∞5) が1%水準以下で有

意であった.主効果に有意差が見られたため， FisherのPLSDによる下位検定を行ったところ， Horizon凶 Di帰国l

In町民eと凶yer剖 In胞r恥 e，Ve同国1Division In旬『恥eとLayer凶 In也『恥e聞に1%水準以下で有意差が見られこの

時Horizon凶 DivisionIn也r恥eやIv'erticalDivision In刷版泡の方が¥l.ayen凶 In旬『旬コBよりも短い時間で読解していた.電

子辞書インターフェース聞の交互作用棒グラフは図4に示した.

効果:カテゴリー読解時間

エラーバー:95%信頼区間
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図4:電子辞書インターフェース間の交E作用棒グラフ

同辞書検索回数

辞書利用回数に関しては，正規分布をしていなかったため分散分析は行わなかった.電子辞書インターフェース聞

の辞書利用回数とは別に読解を行う英文の順序と辞書利用回数の関係を調べたところ，被験者は3つの英文を読むと

いう環境において融持行った英文が3っともインド・パキスタン情勢に宵するものであったため，実際は1回目に

読む英文において多くの語句を検索しており，その時に得た語句の意味情報が2回目， 3回目の英文にも援用できて

いるように推測された.しかしこの問題は被験者ごとに読解を行う英文の順序が全くランダムであるように設計され

ているために問題にはならなかった.jfi龍平i四回数の平均値はLayerl剖 In也『肱::eのみが突出して多かった質的に分

析した結果， Layer，凶 In断 恥eのインターフェースの場合は，同じ語を複数回検索している傾向がみられたこれは

英文が同時に参照できないため，印刷辞書を不明した場合と同じように辞書を検京したときに単語の意味検索のプロ

セスに入ってしまったか，文脈中の適切な意味を辞書の意味吉田主から選択することに失敗し複数回参照してしまった

結果と考えられる.

辞書の手阿回数が増加すると融関間の延長にもつながるために理解度への影響も示唆している結果である.
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図5:龍罫l開回数平均直

c)印象評定の結果

印象評定は自由記述の形式で行った.その結果，電子辞書を利用して英文読解を行うことに対しては「検索が高速

である.Jということと「辞書検索に困難を伴わない.Jという好意的な意見がほとんどであった.また3つの電子辞

書インターフェースのうちLayerl凶 In也出mは非常に使用か百難であるとの印象が多く聞かれ数回にわたって英文

と辞書の意味記述を参照したとの答えを得た.仮説2で視点移動の朗唱は:Ver百回1DMsion In也『旬ヨ助努l聞しやすい

と推測されたが， Horizon凶 DMsionIn町民eが利用しやすいと言う回答が12名の被験者からなされた 01er百伺l

DMsionln町民eが最も使用しやすいという回答は8名であった).

(7)考察

仮説1は実験より証明された.討論醜聞かn.ayerl凶 In也市mだけ有意に長かったという結果や辞書利用時間を見て

もコンピュータ上での英文読解の場合は英文と電子辞書の詰主を同時に手l聞できるような学習環境が必要であると

いう示唆を得ることができた.印象評定のアンケートの結果からもLayer凶 In回 挺e環境下ではかなりの認知的負荷

がかかっていた.読解時間には辞書利用時間も含まれることから， Layer凶 In也 肱eの学習環境下では辞書手11周回数

が突出した結果，読解時間も延長している.謝輔聞の長さは理解度と中程度の負の相闘があるため，この読紳寺聞

の延長時技の意味構築のプロセスを阻害している可能性がある.このことから電子辞書の検索速度の速さも英文と

辞書の意味記述とが同時に表示されていない場合は，その優位性が見られず印刷辞書を利用した場合と同じように読

解効率を低下させるということが明らかになった.

仮説2は検証されなかった. Layerl剖 Inter恥 eのように英文を覆ってしまうという状態以外での英文と辞書の意味

記述との位置関係は本研究の実験環境下においては影響を与えていないことが明らかになった.印象評定の結果，

Hor包on凶 DMsionIn臨恥eがもっとも手l聞しやすいと回答した被験者とVe同国1DMsion In包『民eが手l聞しやすいと回

答した被験者はほぼ同数であり被験者個人の辞書利用スタイルが印象評定の結果には優先していると考えられる.本

実験の環境下では視点移動の方向と辞書手l聞の容易性とは関連カ雫蕊ちられなかった.
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4.今後の課題

本研究の結呆これまで知預院で優位性カt検証されてきた電子辞書手l聞の第2言語融持英文と辞書の意恥宅述

が同時に参照できない場合はその効果カ可丘下するという結果を得た.ただ、し今回の研究においては重なって表示され

はする柑技の参照を比樹ヲ阻害しないポップアップ形式の表示方法は実験時の形態に含んでいない.ポップアップ

形式の場合には検索したし語句の位置に小さなウインドウが表示され語句の意味情報が表示される.今回のL.ayer，凶

In包げace形式のように英文全体を覆うことがないため利用価値のある可能性か清い (古賀 (1田5b)のインターフエ

ースはポッフ7ッフ被式に類似したものであった).また今回拍手の材料とした英文l羽田詰前後という短い英文であ

ったが拡験者には難解なもので、あったため理解度を要約課題によって測定することができなかった点や検索頻度の多

い語句のより深い質的な分析も今後の研究の課題と考えられ様々な実験環境下での縦断的な研究の必要性が認めら

れる
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